
はじめに
陸棲等脚目は，オカダンゴムシ，ワラジムシ，

そしてフナムシなどを含む一般にもなじみの深い

生物群である．日本からは１４０種余りが記録され

ているが，調査が進めば２００～３００種に増加すると

予想されており（布村,１９９９），分類・分布に検討の

余地が多いグループといえよう．また，陸棲等脚

目は教材生物として頻繁に用いられているだけで

なく，近年ではWolbachia（細胞内共生微生物）の

研究などでも用いられ（Beest et al .,１９９８），生物学

的にも注目を浴びている．さらに，環境の指標生

物としても有用であることから，岩手・千葉・鳥

取・山口の各県ではレッドデータブック掲載種と

して取り上げられている．

現在，筆者らは島根県産等脚目のファウナ調査

を実施しており，今回はその端緒として島根県産

陸棲等脚目の文献記録を整理した．なお，Nunomura

（１９８３;１９８４;１９８７;１９９０）の分布図を作成する際に

利用された島根県産標本（富山市科学文化センター

登録標本）のデータも今回の目録に掲載した．こ

れらのデータは本報で初めて公表される．本調査

の結果，９科１５種の陸棲等脚目が島根県から記録

されていたことが明らかとなった（そのうち隠岐に

産するのは７科８種）．これまで，島根県の陸棲等

脚目に関するまとまった報告は無く，本報は島根

県産陸棲等脚目の最初の目録となる．なお，公共

事業関係の報告書や新聞記事は文献記録とは見な

していないため本報では扱っていない．
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島根県産陸棲等脚目一覧
種名及び配列は齋藤ら（２０００）に従った．

フナムシ科 Ligiidae

１．キタフナムシ Ligia cinerascens Budde-Lund,１８２８

［島根県本土域］

中海（伊谷,１９９９）

本種は北海道と東京湾から記録されており，中

海は分布上「飛び地」となる．

２．フナムシ Ligia exotica Roux,１８２８

［島根県本土域］

松江市堀川, VIII XI．１９５２（上田,１９６１）

宍道湖・大橋川・中海,多数, VII-IX．１９９５（津下

・星川，１９９６）

邇摩郡仁摩町馬路，２exs.,３．XI．１９８２，布村昇採

集（Nunomura,１９８３：分布図の元データ）

［隠岐：島後］

西郷町大久, ９exs., １８．IX．１９７５, 布村昇採集

（Nunomura,１９８３：分布図の元データ）

西郷町中村, ４exs., ２０．IX．１９７５, 布村昇採集

（Nunomura,１９８３：分布図の元データ）

西郷町加茂, １ex., ２０．IX．１９７５, 布村昇採集

（Nunomura,１９８３：分布図の元データ）

［隠岐：中ノ島］

海士町菱浦, １ex., ２１．IX．１９７５, 布村昇採集

（Nunomura,１９８３：分布図の元データ）

［隠岐：西ノ島］

西ノ島町浦郷, ２exs., ２１．IX．１９７５, 布村昇採集

（Nunomura,１９８３：分布図の元データ）

上田（１９６１）は１９５２年の調査結果に基づき，大

橋川中州の西側に「フナムシ線」なるフナムシの

分布西限線を認めた．その後，津下・星川（１９９６）

は「フナムシ線」より西の宍道湖岸各地でフナム

シを確認し，宍道湖における塩分濃度の変化によっ

てフナムシの分布域が変化したものと考察した．

３．ニホンヒメフナムシ Ligidium japonicum

Verhoeff,１９１８

［島根県本土域］

大田市三瓶町多根（島根大学三瓶演習林）（標高

約４００m）, 多数,３０．V．１９９１２７．IV．１９９３（Ando,

１９９６）

三瓶が本種の本州西限記録である．

４．チョウセンヒメフナムシ Ligidium koreanum

Flasarova,１９７２

［島根県本土域］

大田市三瓶町多根（島根大学三瓶演習林）（標高

約４００m）, 多数,３０．V．１９９１２７．IV．１９９３（Ando,

１９９６）

三瓶が本種における東限記録である．

ナガワラジムシ科 Trichoniscidae

５．ニシカワホラワラジムシ Hyloniscus nishikawai

Nunomura,１９９０

［島根県本土域］

大田市石見銀山と大森町の間の廃鉱（type local-

ity）,５♂７♀（holotype and paratypes）,５．IX．１９８４,

西川喜朗採集（Nunomura,１９９０）

種小名および和名はタイプ標本の採集者である

西川喜朗教授（追手門学院大学）に献名されたも

のである．

ウミベワラジムシ科 Scyphacidae

６．ニホンタマワラジムシ（タマワラジムシ）

Alloniscus balssi（Verhoeff,１９２８）

［島根県本土域］

邇摩郡仁摩町馬路,１２exs.,３．XI．１９８２,布村昇採

集（Nunomura,１９８４：分布図の元データ）

浜田市畳ヶ浦, １０exs., ３．XI．１９８２, 布村昇採集

（Nunomura,１９８４：分布図の元データ）

［隠岐：島後］

西郷町加茂, １ex., １７．IX．１９７５, 布村昇採集

（Nunomura,１９８４：分布図の元データ）

砂礫海岸や飛沫帯に生息する．

７．ニホンハマワラジムシ Armadilloniscus japoni-

cus Nunomura,１９８４

［隠岐：島後］

西郷町加茂, ６exs., ２０．IX．１９７５, 布村昇採集

（Nunomura,１９８４）

自然海岸の飛沫帯に生息し，千葉県，鳥取県，
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そして山口県のレッドデータブックに掲載されて

いる．

ヒメワラジムシ科Philosciidae

８．ニッポンヒイロワラジムシ Littorophiloscia

nipponensis Nunomura,１９８６

［隠岐：島後］

西郷町加茂, １♂, １４．IX．１９７５, 布村昇採集

（Nunomura,１９８６）

極めて限られた自然海岸のみに生息し，千葉県，

鳥取県，そして山口県のレッドデータブックに掲

載されている．

トウヨウワラジムシ科 Trachelipidae

９．ニシカワハヤシワラジムシ Agnara nishikawai

（Nunomura,１９８７）

［島根県本土域］

松江市枕木山（type locality）,１♂３♀（holotype

and paratypes）, ４．IX．１９８４, 西川喜朗採集

（Nunomura,１９８７）

鳥取県と山口県のレッドデータブック掲載種で

ある．種小名および和名はタイプ標本の採集者で

ある西川喜朗教授（追手門学院大学）に献名され

たものである．

１０．サンインハヤシワラジムシ Lucasioides

gigliotosi（Arcangeli,１９２７）

［島根県本土域］

大田市柳井, ６♂２♀, ３．XI．１９８２, 布村昇採集

（Nunomura,１９８７）

邇摩郡仁摩町馬路,２♂５♀,３．XI．１９８２,布村昇採

集（Nunomura,１９８７）

［隠岐：島後］

西郷町加茂, ２♂６♀, １７．IX．１９７６, 布村昇採集

（Nunomura,１９８７）

ワラジムシ科Porcellionidae

１１．クマワラジムシ Porcellio laevis Latreille,１８０４

［島根県本土域］

江津市都野津, １２exs., ３．XI．１９８２, 布村昇採集

（Nunomura,１９８７：分布図の元データ）

１２．ホソワラジムシ（シワワラジムシ） Porcellion-

ides pruinosus（Brandt,１８３３）

［隠岐：島後］

西郷町中町, １ex., ２１．IX．１９７５, 布村昇採集

（Nunomura,１９８７：分布図の元データ）

［隠岐：西ノ島］

西ノ島町浦郷, ３exs., ２１．IX．１９７５, 布村昇採集

（Nunomura,１９８７：分布図の元データ）

ヨーロッパ原産と考えられる外来種で，人間生

活の影響が強い場所に生息する（布村・山本,２０００）．

島根県への侵入時期は不明である．

オカダンゴムシ科Armadillidiidae

１３．オカダンゴムシ（ダンゴムシ，テマリムシ）

Armadillidium vulgare（Latreille,１８０４）

［島根県本土域］

出雲市芦渡町（島根県農事試験場）, 多数, VII

VIII．１９６９（安部・池田,１９７２）

邇摩郡仁摩町馬路,１１exs.,３．XI．１９８２,布村昇採

集（Nunomura,１９９０の分布図より）

松江市松江温泉,１ex.,１３．V．１９９０, 布村昇採集

（Nunomura,１９９０の分布図より）

［隠岐：島後］

西郷町加茂, １ex., １７．IX．１９７５, 布村昇採集

（Nunomura,１９９０：分布図の元データ）

西郷町中村, ４exs., ２０．IX．１９７９, 布村昇採集

（Nunomura,１９９０：分布図の元データ）

西郷町大久, ５exs., １８．IX．１９７９, 布村昇採集

（Nunomura,１９９０：分布図の元データ）

［隠岐：西ノ島］

西ノ島町浦郷，５exs.,２１．IX．１９７５,布村昇採集

（Nunomura,１９９０：分布図の元データ）

全世界に広く分布する外来種で，人間生活の影

響が強い場所に生息する（布村・山本,２０００）．日本

への侵入は比較的新しいらしく，我が国では明治

時代より古い時代の記録は知られていない．島根

県への侵入時期は不明である．

コシビロダンゴムシ科Armadillidae

１４．シロコシビロダンゴムシ Venezillo albus

（Nunomura,１９９０）

［隠岐：島後］
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布施村鷲ヶ峰（標高約３００m）（type locality）,３♂

２♀（holotype and paratypes）,２１．VIII．１９８４,西川

喜朗採集（Nunomura,１９９０）

Nunomura（１９９０）で，本種の type localityとして

記述されている“Washino-mine”とは，“鷲ヶ峰”

のことである．

ハマダンゴムシ科 Tylidae

１５．ハマダンゴムシ Tylos granuriferus Budde-

Lund,１８８５

［島根県本土域］

益田市, １ex., ２４．VIII．１９８１, 田中真悟採集

（Nunomura,１９９０：分布図の元データ）

砂浜や小粒の砂利浜に生息する．

考 察
（１）島根県で注目すべき種

島根県を東限とするチョウセンヒメフナムシ，

島根県を西限とするニホンヒメフナムシ，北海道

と東京湾に分布するが飛び地として中海から記録

されているキタフナムシは分布上興味深い．また，

ニシカワホラワラジムシ，ニシカワハヤシワラジ

ムシ，そしてシロコシビロダンゴムシの３種は模

式産地が島根県内という点で注目に値する．

なお，従来北陸以東を生息域としていたが近年

分布域を西へ急速に広げているワラジムシ Porcel-

lio scaber Latreille,１８０４が１９９２年に鳥取県で確認

されており（布村,１９９８），今後島根県内からワラジ

ムシが発見される可能性は極めて高い．

（２）調査地域

隠岐諸島では，島後と，島前の中ノ島および西

ノ島における記録は見られるが，その他の島では

分布記録が知られていない．また，本土域でも中

国山地における分布記録は非常に少ない．

（３）調査環境

海浜は比較的よく調査されているようであるが，

高標高地や洞窟（地中）の調査は非常に不十分で

ある．また，アリの巣には好蟻性種が生息するこ

とが知られているが，島根県内におけるアリの巣

の調査記録は皆無である．今後，このような環境

での調査を進めれば島根県産陸棲等脚目の種数は

さらに増加するであろう．
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